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あらまし：教員志望者は教育実習など現場での授業経験が少ないため，授業への不安がある．我々はこれ

までに現場の児童生徒振る舞いに基づく授業訓練システムの開発をしている．このシステムでは教員の視

点が固定されており，このシステムでは机の間を巡回することができないことなど、教室の空間把握の問

題と現役教員が求める板書の能力の向上につながらないことがあった．本研究では教員の動きに合わせて

スクリーンに映す仮想学級を変化させることで空間把握問題を解決する方法と板書の撮影を行い，定量的

な振り返りを提案する． 
キーワード：視点移動，仮想学級，模擬授業，授業訓練，マルチ児童生徒エージェント，骨格情報 

 
 
1. はじめに 
教員志望者は教職過程の履修を行い，教諭免許状

を取得する必要がある．その中でも実践的なものと

して教育実習と模擬授業がある．教育実習は教員志

望者において実際の教育現場に触れることができる

貴重な機会であり，自身の教職への適性を考えるこ

とに大きな影響を与える． 
模擬授業では，大学生が児童児童生徒などになり

きるが，大学生が想像する範囲での言動や振る舞い

であることからうまく言動をとれないこともあるた

め，実際の教育現場での児童生徒の言動や振る舞い

と差異が生じる可能性がある．以上の問題点から桝

本らは児童生徒一人ひとりの動きに着目し授業の質

や天気などの環境面の他に周辺の児童生徒の行動に

影響し，互いに干渉しあいながら決定するマルチエ

ージェントプランニングを活用した授業訓練システ

ムの提案を行った(1)．このシステムの結果から，「空

間のリアリティがない」や「臨場感がない」などの

空間把握に関する意見があったことや現役教員が求

める板書の能力の向上にシステムがつながらないこ

とがあった(1)．整理すると桝本らの研究では次のよ

うな 2点の課題があった． 
（課題 1）視点移動がない，机間巡視ができない

ので空間把握が難しい 
（課題 2）現役教員の意見に板書能力を求めるも

のがあったが，学生の意見では板書能

力の向上につながっていない． 
このような課題点を解決するために，本研究の目

的を次のように設定した． 

（目的 1）空間把握や臨場感の問題点の解決 
（目的 2）板書経験が少ないことの解決 
そこで，本研究では桝本らの授業訓練システムに，

図 1 に示すような教員側の動きである視点移動と画
像から板書の文字配置を検知するものを追加したシ

ステムを提案する． 
 

 
図 1 模擬授業訓練システムの概要 

 
2. 模擬授業訓練システム 
2.1 視点移動システム 
このシステムでは，板書時の視点からシステム内

での視点移動することで課題 1 を解決する．そこで，
授業者の行動をリアルタイムに把握するため，

MoveNet(2)を用いた．MoveNet によって得られた骨
格座標から，左右両目の座標を用いて視点移動する．  
2.2 板書の振り返りシステム 
板書の評価として，本システムでは Character 

Region Awareness for Text Detection (以下 CRAFT)(3)と

いう文字認識プログラムを活用することで板書の文
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字検出を行った．今回はテキストの内容ではなく，

板書時における文字の大きさや傾きを検出し，授業

者にフィードバックする． 
本システムは，2.1 で紹介した MoveNet と同一の

Web カメラを用いることができる．以下の図 2 に，
板書の文字検出をしたものを示す． 

 

 
図 2 板書の文字検出 

 
3. 実験 
教育実習に参加された教員志望者に本システムを

使用してもらい 15分間，模擬授業を行った後にアン
ケートを行い，本システムが授業訓練システムとし

て有効であるかを調べた．実験参加者は教育実習に

参加された学生 6 名である．また，非常勤講師を 1
名含んでいる．模擬授業に関しては科目や教材は各

自で選択・用意していただいた．また，模擬授業訓

練システムではオペレータが必要であるが，著者が

担当した．本実験の実施に辺り,大阪工業大学におけ
る人を対象とする倫理委員会の審査(2022-07)に基づ
き実施した．以下の図 3に実験風景を示す． 

 

 
図 3 実験風景 

 
4. 結果と考察 
表 1にアンケート結果の一部を示す． 
模擬授業訓練システム全体対しては肯定的な意見

が多く，使用したいと思っている参加者がほとんど

であった．しかし，仮想教室の雰囲気や視点移動，

児童生徒の動作，板書評価については否定的な回答

も在り，これらの自由記述としては児童生徒の動作

の急な切り替え，移動したさいのカクツキ，テキス

ト認識の精度不足があった． 
このような結果となった理由は，児童生徒の動作

切り替えはパラメータを操作し，行っているためデ

ジタル的な遷移になってしまうこと，視点移動のカ

クツキはカメラの範囲外に授業者が移動してしまっ

たことやデータの書き込みと読み込みのタイミング

が重なったこと，単一のカメラから画像を取得して

いるので板書画像の文字が小さいことが考えられる． 
 

表 1アンケート結果 

全くつながらない
と思った

つながらな
いと思った

少しつながる
と思った

つながると思っ
た

0 0 4 2

非常に違和感が
あった

違和感が
あった

自然だった
非常に自然だっ

た

0 3 2 1

0 2 4 0

0 4 2 0

非常に有効ではな
い

有効ではな
い

有効 非常に有効

0 2 3 1

強くできない できない できる 強くできる

0 2 4 0

強く思わない 思わない 思う 強く思う

0 1 4 1
このシステムを使いた

いと思いますか

今回のシステムは自身
のスキルアップにつな
がると感じましたか

仮想教室の雰囲気につ
いてどのように感じま

したか

視点移動についてどの
ように感じましたか

生徒の動作についてど
のように感じましたか

板書評価システムにつ
いてどのように感じま

したか

このシステムを授業に
関する不安を解消でき

そうですか

 

 
 
5. まとめ 
本研究では従来研究の授業訓練システムの課題点

を解消するべく，Move Netによる視点移動とCRAFT
による板書の振り返りを含む模擬授業訓練システム

を提案した．結果として，肯定的な意見もあったも

のの，視点移動にはカクツキがあり，板書の認識精

度はあまり高くない結果であった．今後，カクツキ

の解消や認識精度の向上を目指し，移動検出手法の

再考や複数のカメラを用いることを検討している． 
また，音声的な児童生徒からのインタラクション

を実装することで，より新任教員の能力向上を手助

けするシステムを開発していく． 
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